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大学概要

▍学生数 学部：4,734名 大学院：116名

▍学部学科構成

商、経済、外国語、社会福祉、大学院（博士／修士）、会計専門職大学院

▍教員数 専任：157名

▍職員数 専任：86名 嘱託（再雇用含）：58名

▍設置校

付属中学校、付属高等学校、付属敬愛幼稚園

人数は、2024年5月1日現在

▍建学の精神
「師弟同行」「自由闊達」「全学一家」
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本学の学認参加の流れ

▍ 2017年度 学認とeduroamへの参加準備開始

▍ 2018年度 認証基盤構築のための予算が学内で未承認

～ 自力で学認（Shibboleth）及びeduroam接続環境構築を検討

▍ 2021年度 IT担当者の部署異動等で途中で断念

▍ 2022年度 情報処理技術セミナー（認証基礎編）

（認証活用編）、（認証IDaaS編）へ参加

学認（Shibboleth）環境構築演習に参加

▍ 2023年度 学認対応IdPホスティングサービス実証実験へ参加

クラウドIDaaS基盤（EXTIC）を導入

eduroam構築完了、学認クラウドゲートウェイ設定完了

▍ 2024年度 学認とeduroam、学認クラウドゲートウェイの本運用開始

現在に至る
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学認クラウドゲートウェイサービスについて

学認クラウドゲートウェイサービスとは、

自分の大学が利用できる学認に対応したサービスを１ヵ所にまとめて表示し、

各サービスのアイコンをクリックするだけで使えるようにするサービスです。

利用条件：学認への参加校

利用料金：無料

利用方法：学認クラウド利用申請書を提出

「機関内分類機能」

利用者の分類に応じて必要なサービスのみをゲートウェイトップ画面に表示

する機能

例えば、学生に対して、利用するサービスのみに限定して表示することが可能
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学認クラウドゲートウェイサービスの導入

▍ 学認クラウドゲートウェイ運用までに決める事

・学認クラウドゲートウェイサービスへ表示させたいサービスの決定

・表示させたい学認サービスの利用申請

・機関内分類機能を使用した表示・非表示の検討

サービス 教員
faculty

職員
staff

学生
student

その他
member

CiNii Research ○ ○ ○

eduroamJP認証連携IDサービス ○ ○ ○ ○

GakuNin RDM ○ ○ ○

NII FileSender ○ ○ ○ ○

NII GakuNin LMS ○ ○ ○

researchmap ○ ○

しぼすけ ○ ○ ○ ○

ジャパンナレッジLib ○ ○ ○

▍ 本学の設定

機関内分類の属性項目：（利用者の職種等）eduPersonAffiliation
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学認クラウドゲートウェイサービスの画面

▍ ログイン画面とログイン後のページ

← 所属機関を選択

メニュー表示 →

アイコンをクリックすると各サービスへ移動
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学認クラウドゲートウェイサービスに対する要望

要望

1

▍学認クラウドゲートウェイサービスに対する要望は以下とおりです。

学認クラウドゲートウェイサービスのログイン時に説明動画

ログイン後にサービスの簡単な説明動画でサービスの概要の説明があると

利用者が使いたいと感じることが多くなるのではないか。

要望

２

要望

３

要望

４

他サービスへのログイン操作の簡素化

学認クラウドゲートウェイサービスへログイン時に大学を選択しているため、

他のサービスを開く際は、大学選択やサービスの利用に必要な情報の[同意]の

手順をスキップして欲しい。

ガイドラインや説明を分かりやすくして欲しい

利用ガイドラインや各サービスの説明があるが、非常に分かりづらい。

内容が管理者向けの内容と利用者向けの内容が混在しており、

利用者目線だと不親切な印象であるため、情報を整理して欲しい。

各サービス独自のアイコン画像を設定して欲しい

学認クラウドゲートウェイサービスへログイン後に並ぶアイコンで

同じアイコンが多いため、文字での判断になり分かりづらい。

各サービス独自アイコンを表示して分かりやすくして欲しい。
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最後に

ご清聴ありがとうございました
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